
　今年度最初の広報誌の発行が大変遅れてしまい、
なんと年をまたいでしまいました。大変申し訳ござ
いません。仕事に追われ過ぎてしまい、編集作業に
時間を割く余裕が無い日々が続いてしまいました。
今後このようなことが無いよう気をつけます。
　またこの広報誌は原則として支部活動の報告の場
として運用しているのですが、今後は建築士会に限
らず、会員が個人的に行っているもしくは参加して
いる活動についても積極的に紹介をしていきたいと
思っております。自薦他薦は問いませんので、広報
委員にお声掛けいただけると助かります。御協力の
程、よろしくお願い致します。（堀川成良）
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　2022年6月29日（日）に建築士の日記念事業として、コロナ禍の影響で
３年ぶりとなるワークショップと住宅相談会の開催が実現しました。今年
はニッケコルトンプラザ內コルトンホールを会場に、市川工業高等学校
と一緒に活動報告や会員の作品展示をすると共に、実施した「みんなの
コルトン城をつくろう！」ワークショップには総勢63組ものの子供達が参
加してくれまして、12名の工業高校生と2名の東京造形大学学生が製作
サポートをしてくれたこともあり、壮大なコルトン城が完成しました。
　子供達の想像力はとても素晴らしく、全てオリジナルのパーツが製作
されて、それらを工業高校生と建築士達で切り込みを入れて組み合わせ、
補強しながら１つの大きな城を構築することで、子供達にモノヅクリの
工夫や楽しさ、強度を出す方法について建築士として伝えています。
　参加してくれた工業高校２年生村井翔太君から感想をもらいました。
「普段、子供と関わることがあまりなかったが、ものづくりを通してコミュニケーションをとることができて、とても新鮮で、貴重な経験になりました。」
　住宅相談会にも4組の方が参加され、子供部屋の間仕切方法などの相談内容に対し会員が適宜対応しました。　市川よみうりさんに今年も取材
に来てもらい、記事掲載していただきました。毎年継続して建築士会として「建築士の日」をアピールし続けて行きましょう！

　2022年4月23日（土）通常総会が全日警ホールにて
開催され、県本部より竹江会長が来賓として御列席下
さり、令和３年度の事業報告、会計報告及び令和４年
度の事業計画、予算案が全て可決されました。
　支部の役員が一部改選され、事業委員長に井上健
一郎氏、県本部広報委員会への出向が井上健一郎氏
と恩田純二氏が承認されました。
　オフィシャルとしての懇親会はまだ自粛とさせてい
ただきましたが、有志による懇親会が独自に開催され、
やはり対面でのコミュニケーションの重要性を再認識
する機会となりました。

本部総会の模様

 　皆様、皆様初めまして。この度入会いたしました、浦安市で
行政書士をしている小浦泰之と申します。建築士ではないので
すが、建築士の皆様と一緒に仕事をする機会があり、縁あって
仲間入りさせていただきました。皆様が気さくに接して下さる
おかげか、図々しくも、もう何年も参加しているかのような妙
な居心地の良さを感じております。多くの皆様とお知り合いに
なれたら嬉しいです。どうぞよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　 古田さんは以前、広報委員会に所属され、広報誌の窓のデザインを手掛けておられました。記憶に新しいところ
　　　　　　　　　　　では、50 周年記念誌の表紙と裏表紙といえば、皆さんもおわかりかと思います。勉強会では、自ら講師を務めてい
　　　　　　　　　　　ただき、我々に建築の知識をご教授くださいました。ホワイトボードに図示されたアスベストの除去工法の知識は、
　　　　　　　　　　　今でも思い出されます。またその反面、ご自身の誕生日に歳の数だけ餃子が食べられる居酒屋に連れて行ってくだ
　　　　　　　　　　　さり、親しみやすさのあるお人柄でした。更に耐震協議会では、その行動力で発足当時から携わり、会長職までも
　　　　　　　　　　　務めていただきました。『耐震改修は、人の命を救う。この仕事は、私の天命だと思っているよ。』そんなことを良
　　　　　　　　　　　く話されておられました。そのとおり、耐震相談会では、耐震改修の必要性や重要性を熱く語っておられました。
　　　　　　　　　　　その熱意を表す、こんなエピソードがあります。あれは各自治会でおこなわれる出前講座を二人で担当した時のこ
とです。住民向けの説明書類をパワーポイントで作成し、その添削をお願いしました。『最後のまとめのところだけど、【命を守る！】の一
言を入れてもらえますか？』と言われました。なぜ耐震改修をしないといけないのかの原点がわかる一言でした。
　最後にお会いしたのは、7月の耐震協議会でした。訃報のわずか一か月半前です。闘病中でご自身のお体も顧みず、最後まで建築士会に
貢献していただきました。言葉に言い尽くせないくらい、感謝の気持ちで一杯です古田さん、どうかご安心ください。会員一丸となって、
御遺志をしっかりと受け継いで、命を救う耐震や住宅相談をこれからも耐震協議会や建築指導課の皆さんと協力して、継続してまいります。
古田さん、本当にありがとうございました。ご冥福を心からお祈り申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　島田澄男より

　今年の全国大会は秋田市にて「あきた大会」、支部より４名が参加しました。開催１ヶ月
前の９月にグランドオープンしたばかりの「あきた芸術劇場ミルハス」が主会場となり、大
会式典、記念対談、交流セッション、大交流会が開催されました。大会当日の朝に秋田セッ
ションとして仙田満さん設計の国際教養大学図書館見学が設定されており、設計担当者の
（株）環境デザイン研究所野村朋広さんによる解説を伺ってから秋田杉を使用した見事な木
造空間の見学をすることが出来ました。仙田満さんは記念対談にも登壇され、24 時間 365
日開館する「美し過ぎる図書館」での挑戦について語られました。式典にて支部副支部長の
山中一郎さんが連合会会長表彰を受賞されました。おめでとうございます。
　大交流会も今年は盛大に行われ、コロナ前の活気が戻ってきた感じで久しぶりに密な立食
大宴会に参加したなぁといった印象でした。来年は「しずおか大会」、磯崎新氏設計による
静岡グランシップを会場に１０月に開催されます。是非、支部の皆さんで参加しましょう！

■追悼　古田 秧助様■

■全国大会秋田大会参加報告■

■ 新入会員の紹介 

小浦 泰之

○日時：２０２２年１０月１４日（金）　○主会場：あきた芸術劇場ミルハス


